
資料輔◎。1
第 1号様式

平成 26年 4月 25日
長 岡市長 森 民夫 様

〒91410T2141116

申請者 住  所_…」載園餞ゆ山槙原_1__8__Q番地__

匙襲:握曇:顆
=I:⑤平成 26年度 長岡市地域 コミュニティ事業補助金交付 申請書

平成126年度 長岡市地域コミュニティ事業補助金の交付を受けたいので、次のとおり申請しま
す。

事  業  名
笑顔がつなぐ ふるさと槙原活性化事業

～もつともうときずなを深めよう～

事 業 概 要

【目的】
子どもから高齢者までが楽しんで交流し、親睦を深めることで参加者

同士の一体感が醸成され、地域のつながりの重要性を再確認する機会を
設け、活力ある地域づくりを目指したい。

とりわけ、槙原サマーフェスティバルの内容を充実させ、地域ぐるみ
の交流を図り、活力ある地域づくりを目指すことを目的に行う。 ′

【内容】
・地元錦翔会による舞踊披露
・小川ひろみ歌謡ショー

・堀沢ファミリー (川 口地域 :津軽三味線)よ る三味線披露
・カラオケ大会
・グルメコーナー (かき氷、フランクフル ト、焼き鳥など)

補 助 申 請 額 下記 (F)の額を記入 5 0 0 0 0 0 円

額

礎

請

基

申

の

助

出

補

算

支出の部合計 (A) 補助対象外経費 (B) 補助対象経費 (C)

650,660円 0円 650,660円
特定財源 (D)

事業を実施することによつて得られる収入     _
の うち、補助対象経費に充てるもの

(C)一 (D)=補助金算出対象額   (補助率)

25,000円

補助金額 (E)

625,660円

↓
補助金額 (E)の千円未満切り捨てた額
※金額の上限は50万円です

500,000円

(F)

事業期間 (予定) 着 手 平成 26年 6月 1日 完  了 平成 26年 9月 30日

添 付 書 類 団体の概要説明書 (第 2号様式)

事業計画書 (第 3号様式)

事業の収支予算書 (第 4号様式)

○

○

○

2こ,lt,F



第2号様式
受付 No  l

平成26年度 長岡市地域コミュニティ事業補助金申請団体の概要

1.申請団体の概要および申請事業の計画等【公開対象】

2.申請団体の連絡先等【公開、非公開を選択※】

事 務 所 所 在 地 長岡市与板町槙原 186番地 嘔亜劃=非公開】

電 話・FAX番 号 等
電言舌 0258-72-3837 FAX

嘔璽劃・非公開】
Eメールアドレス

担 当 者 連 絡 先

氏 名 山田  耕一

【医園・プト公開】
住 所 長岡市与板町槙原2986番地

電話・FAX番号等
肩巨言舌0258-72-3837  FAX

Eメールアドレス

添
付
資
料

名簿またはこれに

類するもの “別添のとおり 嘔璽詞・非公開】

規約またはこれに

類するもの
腱別添のとおり 嘔璽詞・非公開】

※ 個人情報保護の観点から、広く公開してもよいものなら“公開"に、そうでないものは“非公開"に Oを付けてくだ
さい。

※ 2の添付資料(名 簿類口規約類)については、交付審査の際の資料として審査関係者に提示する場合がありま
す。

あヽ り が な まきはらしきのかい

団 体 名 槙原四季の会

代 表 者 氏 名 (肩書 :代表)山 田 耕一

設 立 年 月 日 昭和 E匪
団 6年 1月 15日 構 成 員 数 14人

設 ニユ 目 的

若者から高齢者までが居住地域に誇りを持てるような地域にするた
めに、地域ぐるみの交流を通して活力ある地域づくりを目指し、会員相
互の親睦を図ることを目的に設立。

これまでの活動実績

口槙原サマーフェスティバルの実施
・賽の神の実施 (蕎麦のふるまい)

・しめ縄の奉納 (わらの収穫から縄ない作業)

・地域スキーツアー
ロ与板十五夜まつり民謡流し参加

過去の補助実績
(該当する場合のみ)

年度 1    補助を受けた制度の名称    1  補助金額 (円 )

な し

添
付
資
料

事 業 計 画 ・別添「第3号様式 事業計画書」のとおり

収 支 予 算 等 口別添「第4号様式 事業の収支予算書」のとおり

その他、団体をPR
するパンフレット等 有 ① ばちら州こOFpl



第3号①様式

事 業 計 画 書

名業事
笑顔がつなぐ ふるさと槙原活性化事業

～もつともっときずなを深めよう～

的目の
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肇:i謹亦科泌∬陛層爾書「馨鰈
淑鶴闘‰ 意孔酪,サ磐催得すア翌1看瑳轟轟濯畢巽£る

【現状及び必要性】

【課題】                       ‐

解磐禦碗:赫翻猾又 肥 色李官膚智
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容
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勤
珈
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ｒ
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Ｌ

に

事

【実施月日】 8月 14日 (木 )

【実施場所】槙原集落センター周辺

【参加人数】約15o名

【実施内容等】

・地元錦翔会による舞踊披露
・小川ひろみ歌謡ショー
・堀沢ファミリー (り II口 地域 :津軽三味線)よる三味線披露
・カラオケ大会
ログルメコーナー (かき氷、フランクフルト、焼き鳥など)

業

ル

事

一

の

ユ

度

ジ

年

ケ

本

ス

6月 上旬
6月 中旬
7月 上旬
7月 下旬

8月 上旬

8月 下旬

事業計画検討会議

出演団体べの依頼

役員会

PRチラシの配布

役員会

事業報告

地域活性 化 の波及性

地域ぐるみのイベントに育て、地域内にとどまらず、近郷、出身者を含
め、交流人口を増やすことで槙原地域の良さを再認識してもらえること
や、地域の絆の大切さを感じてもらえるきっかけづくりができる。

また、地域コミュ手ティの意識が高まり、後継者の育成にもつながり、
継続性のある活動や広がりが期待できる。

※ 事業の内容は、詳細に記載してください。(男1紙も可)



第4号様式

収入の部

事 業 の 収 支 予 算 書
(単位 :円 )

項  目 予算額 内 訳

地域コミェティ事業補助金 (F) 500,000

己

金

自

資

125,660 会の積立金

特

定

財

源

寄附金

参加費

その他収入金 25,000 ジュニア券販売 15,000グルメコーナー10,000

/1ヽ  言十(D)

そ の

他

ロ 計 650,660

支出の部 (単位 :円 )

項  目 予算額 内 訳

補

助

対

象

経

費

報償費 159,000
ステージ出演者謝礼他 149,000

清掃活動報償 10,00o

印刷費 20,000 コピー代

消耗品 84,740

看板用大洋紙、ポスターカラー、チラシ用紙等
ブルーシート、冷水用氷、ヨーヨー風船、お楽し
み BOX景品、プラコップ、カップ、スプーン、トレ
T等

食材料購入費 34,560 氷、シロップ、焼き鳥、フランクフルト、枝豆

役務費 9,000 検便検査手数料、郵送料

委託料 230,360 警備等、テント・照明壼発電機等運搬設置撤去

使用料 113,000 音響器材、ウイングトラック、かき氷機

/1ヽ  言十(C) 650,660
補

助

対

象

外

経

費 71ヽ  言十(B) 0

合  計 (A) 650,660

※ 項目欄が不足する場合は、同類の項目をまとめて記入し、細目は別紙に記載してご提出ください。



槙原四季の会 会則

平成 26年 3月 31日  制  定

(名  称 )

第 1条   本会は、槙原四季の会 と称する。

(目  的)

第 2条   本会は、若者から高齢者までが住んでいる地域に誇 りを持てるよ

うな地域にするため、地域 ぐるみの交流を通 して活力ある地域づくり

を目指 し、会員相互の親睦を図ることを目的とする。

(所在地 )

第 3条   本会の事務局は槙原集落センター 「長岡市与板町槙原 186番地」

に置 く。

(会 員 )

第 4条   本会は、上記の目的に賛同する個人で構成する。

(役 員 )

第 5条   本会は次の役員を置 く。なお、監査以外の役員は兼ねることができる

ものとする。

代表 1名 、副代表 2名 、会計 1名 、監査 2名

(任 期 )

第 6条   役員の任期は 1年 とする。ただし、再任は妨げない。

(事業 )

第 7条   本会は第 2条の目的を達成するために、次の事業を行 う。

1 槙原地域の活性化を図るための各種事業

2 会員相互の親睦を図るための各種事業

3 その他 目的達成のために必要 と思われる事業

(会 費 )

第 8条   会員は年 1回 会費を納入するものとする。

(会計年度 )

第 9条   本会の会計年度は、毎年 4月 1日 から翌年 3月 31日 までとする。

(監 査 )

第 10条  監査は、会務の執行並びに会計を監査する。

附 則

この会則は、平成 26年 4月 1日 より適用する。


